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■【トピックス】

ChatＧＰＴの衝撃！

ＯｐｅｎＡＩ社が開発したＣｈａｔ型

ＡＩであるＣｈａｔＧＰＴが話題で

す。現在、無料で利用できるの

で早速試してみましたがスゴイ

の 一言で す 。 こ れ か ら は

Google 検索ではなくＣｈａｔＧＰＴ

を使うことになりそうです。

ＯｐｅｎＡＩ社には Microsoft 社が出資しており、

Microsoft 社の製品に組み込みが始まっています。対

抗するＧｏｏｇｌｅは、早晩ＣｈａｔＧＰＴと似たＡＩを利用でき

るようにすると発表しました。ＡＩの戦いが始まりました！

■【ビジネス・アイ】

贈与加算延長

社長 「これまで相続税対策で、息子に会社の株式を

贈与をしてきたけど、税制改正で贈与の相続税

が変わるみたいだね」

花野 「そうなんですよ。といはいっても事前に騒がれ

ていたような大改正ではなく、マイナーチェンジ

という感じに落ち着きましたね」

社長 「そうなんだ。具体的にはどんな感じに変わった

のかなあ？」

花野 「まず、贈与加算といって、相続開始前に行った

贈与で相続財産に加算されるものの期間がこ

れまでの３年から７年に延長されました。ただ

し、延長された４年間にされた贈与から１００万

円が控除されます」

社長 「そうか。毎年少しづつ贈与というのもやりずらく

なる感じだね」

花野 「そうですね。ただ、そもそも贈与加算は相続人

が対象ですから、相続人でない孫などへの贈

与は相変わらず有効ですね」

社長 「そうすると大きな影響はないかもしれないね」

花野 「そうかもしれないですね。それより相続時精算

制度を選択した場合ですが、こちらは制度選択

後、毎年１１０万円までは贈与税が課税されない

こととなりました」

社長 「そうなんだ、なんだか相続時精算制度の方が

有利にみるね」

花野 「有利かどうかはケースバイケースですが、誘導

しているように見えますね」
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■【編集後記】

ChatGPT ですが、さっそく試してみました。衝撃

を受けました。ネット上には、文章作成だけでなく、

プログラムの生成など活用例が次々と紹介されてい

ます。時代が大きく変わる潮目になりそう感じがしま

すね。是非、一度お試しあれ！

■【今月のキーワード】

贈与加算

相続、遺贈や相続時精算課税に係る贈与によって

財産を取得した人が、被相続人からその相続開始前

3 年以内(死亡の日から遡って 3 年前の日から死亡

の日までの間)に暦年課税によって取得した財産が

ある時には、その人の相続税の課税価格に贈与を受

けた財産の贈与の時の価額を加算します。令和5年

度税制改正により相続財産に加算される贈与によ

り取得した財産が３年前から７年前までに延長さ

れました。ただし、延長された期間の100万円まで

の贈与は加算されません。

■【今月の１冊】

『バカと無知』

橘 玲 著

新潮新書 ￥880

日本人は平等意識が非常に強いですが、最新の

研究では努力だけでは埋めがたい違いがあること

が明らかになりつつあります。

この本では最新の研究から徹底

的に社会的な動物である人間の本

性を明らかにします。リベラルな

人ほど受け入れらない現実がそこ

にはあります。他人を理解し、自

分自身を知る上でも一読すること

をお勧めします。


